
「バトン」づくり ポイント 

①サランラップの芯に模様を描くときに芯が転がって描きにくい時は、アルミホ

イルを使って輪留めのようなものを作ると少し安定します。 

 

                  

 

ホイルを２枚くらい     芯を置いて形を固定   土台部分も指で押して 

重ねて、５cmくらいに                形を固定する 

くしゃっとする 

 

※サランラップの芯の中に、ビーズなどを入れておくと、振った時に音が出て楽し

いです。ビーズなどを入れる場合、芯の両端をビニール等でふさいでから④の工

程に入ってください。 

②すずらんテープは、お好みの長さで（手順書では 25㎝くらい）。 

 本などに巻いて切ると楽に切れます。 

③すずらんテープを裂く幅も、お好みで（貼った後に裂いてもOK）。 

⑤両面テープの上にすずらんテープを貼って、貼れなくなったらまた両面テープ

を貼ってすずらんテープを貼って…を数回繰 

り返します（どれくらい貼るかはお好みで）。 

両面テープが貼りにくい時は、写真のように 

すずらんテープを結んでおくと、すずらん 

テープにくっつかずに貼れます。 

材料（必ず使うもの） ：サランラップの芯、両面テープ、すずらんテープ、はさみ 

材料（あるとよいもの）： 

・マジック、シール、マスキングテープなど、サランラップの芯に模様を描く道具 

・マスキングテープ（芯につけたすずらんテープの上から貼って、すずらんテープ

を固定するためのもの。セロテープや梱包テープ、ガムテープでも可）。 

・新聞紙（マジックを使うときに下に敷く） 

・アルミホイル（下の①参照） 


